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なつかしの国
～ iwami ～ 石見

第

３6
回

毎年
恒例

中央大通りにて中央大通りにて11月4日（日）9：30スタート11月4日（日）9：30スタート

インターネット
体験コーナー
インターネット
体験コーナー

島根中央高校＆商工会青年部

数に限りがございますので
ご了承ください。

試食会

 会　場
本町会館
 参加費
無料

※雨天の場合は、イベントを変更する場合もありますので、ご了承ください。

イベ ント 案内

11:00 ～
11:15 ～

10:00 ～ 12:00

12:00 ～

13:30 ～

14:00 ～
14:15 ～

15:00 ～

9:30 ～

場所：JR石見川本駅前
        『しまちゅうステーション』
時間：10:00

▲

16:00
主催：島根中央高校

つまみ食い
ウォーク

ゲフ

お得なチケット
前売券：   800円
当日券：1,000円

場所：飯田食堂横駐車場

川本小学校鼓笛隊演奏

特設ステージ

特設ステージ

特設ステージ

ギフトいまい前交差点

ギフトいまい前交差点

ギフトいまい前交差点

JA島根おおち川本支所前

JA島根おおち川本支所前

本町会館前

ストーンペインティング 参加費：無料
JA紅白餅まき

川本地域婦人会踊り

紅葉狩り列車ご優待セール抽選会
ごはんキャンペーン抽選会
こころの健康標語表彰式

黎明館中国武術カンフー演武
れい めい かん

JA紅白餅まき

因原神楽団　演目「弓取八幡」

広島県坂町・川本町絆協定締結式
紅白餅まき
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島根県邑智郡川本町川本
川　本　町　議　会

 TEL（0855）72－0068（直通）
  FAX（0855）72－0635

〶696－8501
編集　議会広報委員会
印刷　佐々木印刷株式会社
発行日　平成24年10月20日

お知らせ
きびしい財政事情の中、経費節減のため、限られたスペースではございますが、
「広報 かわもと」の紙面に併せて掲載することといたしましたのでご理解を賜
りますようお願いします。

片岡　通泰

　

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月

７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
三
宅
町
長
の
行
政
報
告
が

あ
り
、
予
算
案
件
５
件
、
決
算
認
定
７

件
、
人
事
案
件
１
件
の
13
議
案
が
提
案

さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
５
名
か
ら
当
面
す
る

町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
算
委
員
会
で
は
、
23
年
度
決
算
に

つ
い
て
審
議
し
、
最
終
日
、
決
算
特
別

委
員
会
委
員
長
よ
り
結
果
報
告
の
後
、

採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

◎ 

川
本
町
監
査
委
員
の
議
会
推
薦
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

記

　

氏
名　

片
岡　

通
泰　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
川
本

　

８
月
21
日
、
邑
南
町
に
於
い
て
、
邑

智
郡
議
会
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

郡
内
の
議
員
の
交
流
を
深
め
た
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、
松
江
市
の
「
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
し
ま
ね
」
に
於
い
て
、
議
会
広
報

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
本
町
議
会
広
報
委
員
も
出
席
し
、

こ
れ
か
ら
の
議
会
広
報
を
よ
り
充
実

し
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め

に
研
修
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
７
月
25
日
、
第
３
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
案
件
１
件
、
そ
の
他
案
件
１
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
そ
の
他
案
件
で
は
、
平
成
24
年

度
消
防
車
輌
導
入
事
業
で
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
は
、
軽
積
載
車
３
台
の
導
入
が

決
定
し
ま
し
た
。

人
　
事
　
案
　
件

議

員

交

流

広

報

研

修

臨

時

会

こ
ん
な
議
案
を

�

審
議
し
ま
し
た
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高
良
議
員

　

６
月
定
例
会
で
は
、「
サ
ル
は
保
護
法

上
全
個
体
を
駆
除
す
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
の
答
弁
を
得
て
い
る
が
、
全
個
体
の

駆
除
が
難
し
い
と
な
れ
ば
、
個
体
群
、

個
体
数
の
管
理
を
行
い
、
最
低
必
要
な

個
体
群
、
個
体
数
ま
で
駆
除
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
は
、
農
林

水
産
省
の
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
環
境
省
の
「
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
に
係
る
被
害
の
防

止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
島
根
県
と
も
保
護
計
画
に

つ
い
て
一
刻
も
早
く
協
議
し
、
計
画
を
策

定
し
、
専
従
の
駆
除
班
を
設
け
、
サ
ル

の
駆
除
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

サ
ル
被
害
に
つ
い
て
今
後

の
対
策
を
問
う
。

森
川
産
業
振
興
課
長
＝
川
本
町

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
で
検
討

し
て
い
く
。

消
防
団
定
員
確
保
に
条
例

改
正
を
望
む
。

東
間
総
務
課
長
＝
消
防
団
幹
部

会
に
提
案
し
協
議
を
す
る
。

連
合
自
治
会
組
織
へ
の
移

行
に
つ
い
て
問
う
。

三
宅
町
長
＝
住
民
が
主
体
的
に

考
え
る
環
境
を
整
え
る
。

一
般
質
問

い
か
。

森
川
産
業
振
興
課
長

　

保
護
計
画
は
、
島

根
県
と
の
協
議
に
な

る
の
で
具
体
的
に
は

分
か
ら
な
い
が
、
駆

除
の
実
施
隊
に
つ
い

て
は
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
川

本
町
有
害
鳥
獣
対
策

協
議
会
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

飯
田
議
員

　

川
本
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条

（
任
免
）
で
は
、
本
町
に
居
住
す
る
満
18

歳
以
上
の
者
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
他

市
町
に
居
住
し
、
本
町
に
職
場
を
有
す

る
者
は
、
団
員
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
他
市
町
の
条
例
よ

り
、
団
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
は
い
な

い
か
。
条
例
改
正
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
対
応
を
問
う
。

東
間
総
務
課
長

　

県
内
町
村
の
状
況
を
み
る
と
、
本
町

に
居
住
し
満
18
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
川
本
町
だ
け
で
あ
る
。
奥
出
雲
町

以
外
は
、
す
べ
て
居
住
と
勤
務
す
る
者

と
な
っ
て
い
る
。
奥
出
雲
町
の
場
合
は
、

限界集落

石
川
議
員

　

川
本
町
の
集
落
・
自
治
会
体
制
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の

自
治
会
を
残
し
た
上
で
、
そ
の
上
部
団

体
と
し
て
の
「
連
合
自
治
会
」
組
織
を

提
案
す
る
。
そ
の
区
割
に
つ
い
て
は
、
旧

村
単
位
ま
た
は
、
旧
小
学
校
単
位
な
ど

議
論
の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

数
と
し
て
は
６
か
ら
８
の
連
合
自
治
会
へ

の
移
行
が
考
え
ら
れ
る
が
、
町
執
行
部

の
意
見
を
求
め
る
。

野
坂
副
町
長

　

集
落
・
自
治
会
を
学
ぶ
研
修
会
等
を

通
し
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
状
の
共
通
理
解
が
進
ん
だ
暁
に

は
、
人
々
が
地
域
活
動
に
参
加
し
、
生

き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
、
地
域

の
資
源
を
生
か
し
た
生
業
が
生
ま
れ
る
。

住
民
が
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
を
支
え

て
い
く
様
な
自
治
会
の
在
り
方
を
一
緒
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
島
根
中
央
高
校
の
支
援
に
つ
い
て
。

町
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
、
特
に
団

長
が
認
め
た
場
合
と
な
っ
て
い
る
。
団
員

は
団
長
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
条
例
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
消
防
団
幹
部
会
等
で
団
員
任
命
条

件
を
提
案
し
協
議
し
て
い
く
。
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青
木
議
員

　

若
者
定
住
政
策
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
若
い

子
育
て
世
代
の
人
達
が
、
住
み
た
い
と

思
う
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
う
。
因
原
の
八
幡
平
住
宅
、
若
者

定
住
住
宅
は
、
子
供
が
多
く
、
子
育
て

環
境
に
適
し
て
い
る
。
若
者
定
住
住
宅

は
い
つ
も
満
室
な
の
で
、
何
と
か
対
応
出

来
な
い
も
の
か
。

①
若
者
定
住
住
宅
の
今
後
の
予
定
は
？

② 

公
営
住
宅
等
は
、
長
寿
命
化
計
画
の

中
で
、
平
成
33
年
度
に
５
戸
建
設
を

計
画
し
て
い
る
が
、
前
倒
し
出
来
な

い
か
。
ま
た
、
所
得
制
限
の
な
い
住

宅
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
考
え
を
問
う
。

森
口
住
民
課
長

　

若
者
定
住
住
宅
の
新
規
建
設
は
、
財

若
者
定
住
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て
。

森
口
住
民
課
長
＝
新
規
建
設
は
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
原
稿
を
書
く
時
に
、
い
つ
も
迷

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
（
９
月
中
旬
）

を
基
準
に
す
る
か
、
広
報
が
発
行
さ
れ

る
時
（
10
月
中
旬
）
を
基
準
に
す
る
か

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
年
の
夏
は
こ

と
の
外
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
国
政
に
お

い
て
も
、
民
主
、
自
民
、
両
党
の
党
首

選
挙
が
あ
り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
き
な
臭
い
話
が
ま
こ

と
し
や
か
に
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
結

果
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
に
１
度
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
我
が
日
の
丸
軍
団
は
健
常

者
、
障
害
者
と
も
大
健
闘
で
、
私
た
ち

の
国
家
意
識
を
高
揚
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
日
の
丸
を
大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま

し
た
。
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
人
も
、
取
れ

な
か
っ
た
人
も
、
色
々
な
ド
ラ
マ
が
あ

り
、
報
道
で
知
る
の
は
そ
の
一
部
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々
は
、
大
い
に
感

動
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

国
政
は
党
首
選
挙
か
ら
、
解
散
総
選

挙
へ
と
進
み
ま
す
。
フ
ェ
ア
な
戦
い
を

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
を
心
静
か
に
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
。

編
　
集
　
後
　
記

政
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
33
年
度
の
住
宅
計
画
は
、
２
階

以
上
の
住
宅
に

居
住
し
て
い
る

高
齢
者
が
入
る

た
め
に
計
画
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

所
得
制
限
に

つ
い
て
は
、
条
例

改
正
を
行
っ
て

平
成
25
年
度
よ

り
、
幅
広
い
層

の
方
が
入
居
出

来
る
様
、
緩
和

を
行
う
予
定
で

あ
る
。

圓
山
議
員

　

島
根
県
は
、
県
内
在
住
の
県
職
員
が

島
根
県
在
住
の
県
外
車
ナ

ン
バ
ー
の
変
更
を
望
む
。

森
口
住
民
課
長
＝
町
の
窓
口
や

Ｈ
Ｐ
、
広
報
で
啓
発
す
る
。

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
に
乗
り
他
県
に
納

税
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
と
し
て
、
島

根
ナ
ン
バ
ー
へ
の
切
り
替
え
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
川
本
町
で
該
当
す
る
事
案
は

な
い
か
。

森
口
住
民
課
長

　

道
路
運
送
車
輌
法
第
12
条
第
１
項
に
、

車
の
所
有
者
の
住
所
、
使
用
の
本
拠
の

位
置
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
15
日
以
内
に

変
更
登
録
の
申
請
が
義
務
付
け
ら
れ
、

違
反
者
に
は
罰
金
が
科
さ
れ
る
。
該
当

職
員
が
２
人
お
り
、
法
律
を
遵
守
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
の
で
、
指
導
し
て
い

く
。
住
民
に
は
窓
口
や
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）、
広
報
に
よ
り
啓
発
し
て
い
く
。

三
宅
町
長

　

法
令
遵
守
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

職
員
教
育
を
徹
底
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

集
落
・
自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

因原地区 若者定住住宅

島根ナンバーへの切り替えを
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一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
夢
い
っ
ぱ
い　

す
て
き
な
名
前　

あ
り
が
と
う�

平
井　

海
夢

◇
に
っ
こ
り
と　

笑
顔
で
お
は
よ
う　

一
日
元
気�

髙
木　

勇
樹

◇
な
か
よ
し
は　

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ　

え
が
お
の
せ
ん

�
�　

石
川　

陽
樹

◇
友
だ
ち
と　

や
さ
し
い
こ
こ
ろ
で　

え
が
お
い
っ
ぱ
い

�

　

横
田　

莉
功

 

家
族
の
部

◇
い
つ
も
あ
な
た
を　

見
守
っ
て
い
る
よ　

我
が
子
だ
も
の　

�

大
畑　

俊
輔

�

平
成
23
年
度
の
応
募
作
品
で
す
。（
敬
称
略
）

島
根
県
で
生
活
す
る
外
国
人
は
年
々
増
加
し
、

世
界
六
十
カ
国
・
約
５
５
０
０
人
（
平
成
23
年
12

月
末
現
在
）
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

言
葉
や
文
化
、生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、

地
域
社
会
や
職
場
な
ど
で
人
関
関
係
が
築
き
に
く

か
っ
た
り
、
偏
見
の
目
で
見
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、

暮
ら
し
に
く
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今

後
も
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
み
、
言
葉
や
習
慣
の

違
う
人
々
と
の
関
わ
り
が
増
え
て
き
ま
す
。
私
た

ち
は
多
様
な
文
化
や
価
値
を
理
解
し
よ
う
と
努

め
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

川
本
町
は
次
の
３
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

共
に
暮
ら
し
、
共
に
生
き
る

　
　「
多
文
化
共
生
社
会
」
を

�

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う

  

外
国
人
住
民
を
と
り
ま
く
状
況

外
国
人
住
民
に
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
、
病
気
に
な
っ

た
と
き
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の
学

校
か
ら
の
連
絡
が
保
護
者
に
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
り
、
習
慣
や
宗
教
が
違
う
こ
と
か
ら
近
隣
の
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
歴
史
的
経
緯

に
由
来
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
の
人
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
家
主
や
仲
介
業
者
の
意
向
に
よ
り
、
ア
パ
ー
ト

○
は
き
も
の
…
日
本
で
は
、
玄
関

で
靴
を
脱
ぎ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

や
中
国
で
は
家
の
中
で
靴
を
は
い

て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

○
食
事
…
日
本
で
は
ご
飯
茶
碗
を

持
つ
こ
と
が
礼
儀
正
し
い
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
韓
国
で
は
、
ご
飯

茶
碗
は
持
た
な
い
こ
と
が
マ
ナ
ー

で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
国
で

は
、
手
で
食
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

○
風
呂
…
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本

の
よ
う
に
高
温
多
湿
で
は
な
い
こ

と
も
あ
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
風
呂
の

と
き
は
、
か
ら
だ
は
浴
槽
の
中
で

洗
い
、
お
湯
は
一
人
一
人
使
っ
た

ら
変
え
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
そ
の
国
で
生
ま
れ
た

文
化
の
価
値
観
、
尺
度
、
感
じ
方

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い
は

日
本
の
中
で
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
世
界
に
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

等
に
入
居
さ
せ
な
い
と
い
う
差
別
的
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
た
り
、
公
衆

浴
場
に
お
い
て
の
入
浴
を
拒
否
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
外
国
人
に
つ
い

て
あ
ら
ぬ
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

異
文
化
を
寛
容
に
受
け
止
め
、
国
籍
や
肌
の
色
で
偏
見
を
も
た
ず
、

互
い
の
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
り
、
相
手
を
知
ろ
う
と
し
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
少
々
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
笑
顔
で
接
し

て
い
け
ば
き
っ
と
そ
の
人
の
支
え
に
な
る
は
ず
で
す
。

笑
顔
は
世
界
共
通
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。

～
人
権
標
語
の
紹
介
～

来
月
の
テ
ー
マ
「
患
者
お
よ
び
感
染
者
の
人
権
」

外国人の人権を守るために必要なことは何ですか。Q

川本町人権教育・啓発推進基本計画

外
国
人
の
人
権

vol.6

vol.9

 

「
人
権
問
題
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」
か
ら

（
平
成
23
年
川
本
町
）件

0 100 200 300 400 500 600

0 100 200 300 400 500 600

外国人との交流の促進

外国人が日本語を
学習できる機会を増やす

外国人のための
各種相談体制の充実

日常生活に必要な情報の
外国語による提供

学校教育において、
在日外国人児童生徒に

対する支援
その他

日本人に対する異文化
理解や人権尊重に向けた

啓発活動の促進

505

430

327

314

266

192

158

○
教
育
、
啓
発
活
動
の
推
進

�

各
種
講
座
に
お
い
て
、
外
国
人
へ
の
差
別

や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
教
育
や
国
際
理

解
の
た
め
の
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

○
交
流
活
動
の
推
進

�

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
外
国
人
と

の
交
流
を
図
り
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

○ 

外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

づ
く
り

�

外
国
人
へ
の
情
報
提
供
や
日
本
語
習
得
の

支
援
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
外
国

人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
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ジュンテンドー川本店の職
場体験に参加した
大畑 祐人さん
職場体験にこられた生徒
さんは、礼儀作法が身に
ついているので感心しま
した。少しでも社会を知
る機会になればよかった
と思います。
（��ジュンテンドー川本店
 店長�田中�康弘さんより）

道の駅インフォメーション
センターかわもとの
職場体験に参加した
中嶋 響さん
職場体験にこられた生
徒さんは、元気があり好
印象でした。その姿を見
て私たちも初心に返る
ことができました。
（�道の駅インフォメーション
センターかわもと　従業員
の市原さん・飯田さんより）

　9月19日（水）～20日（木）の２日間、町内の事業所で川本中学校3年生25名の生徒が職場体験を実施し
ました。職場体験は、生徒が商店や事業所、地元企業、公的施設などの地域の職場で働くことを通じて、職
業や仕事の実際について体験したり、働く人々と接したりする学習活動です。職場体験を通じて、子どもた
ちは、働く目的や意義を知り、実際に働く人の姿を見て、自分の職業観や生き方を主体的に考える機会にな
りました。職場体験をした生徒と職場体験にご協力頂いた事業所の皆様の感想をご紹介します。

川本町商工会の
職場体験に参加した
山口 大志さん
商工会の役割を理解して
もらえたのではないかと
思います。職場体験を通
じて、川本町の事業所を
知ってもらい将来的に川
本町を元気にできる人材
が育つよう期待していま
す。
（��川本町商工会 事務局長
 大迫�幸人さんより）

邑智コルト有限会社の
職場体験に参加した
伊東 瑞貴さん
普段から車が好きです。作業を
一部お手伝いしたが、部品を一
つ一つくずさなければならない
ので、思ったより手間がかかる
と思いました。今回の体験を通
して、自動車整備士により一層
興味を持ちました。

有限会社魚彰フードプラザすまいるの
職場体験に参加した春木 さくらさん
作業のひとつひとつに“コツ”がいると思い
ました。レジぐらいの仕事しか知らなかった
が、お客様に見えない部分でも色々な仕事が
あることを知りました。

子育てサポートセンターの職場体験に参加した
立石 日和さん
子どもの年齢や性格に応じて、対応を変える
のが難しいと思いました。短い期間でしたが、
貴重な体験をすることができました。

江川荘の職場体験に参加した
長谷田 淳美さん
介護士の仕事に興味があります。利用者の皆
さん一人一人に合ったコミュニケーションを
取るのが難しいと思った。

因原保育所の職場体験に参加した
左田野 智歩さん
因原保育所出身で子どもが好きなので、こち
らの事業所で職場体験をすることにしまし
た。子どもたちと接して元気をもらえました。

川本消防署の
職場体験に参加した
吉村 尚幸さん
職場体験は消防の仕事
に興味を持ってもらう
良い機会だと思います。
今回、消火訓練や救助訓
練体験したことにより、
以前より消防署の仕事
が分かってもらえたと
思います。
（�川本消防署 消防司令
 深石�光昭さんより）
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島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

○カヌー部　　　
　県高体連新人大会　カヌースプリント　
　　男子カヤックシングル500m
　　　　１位　吉田圭佑　２位　岸川　麗
　　　　３位　大草佳祐
　　女子カヤックシングル500ｍ
　　　　６位　寺本ななみ

○バレー部　地域交流大会　参加　

○陸上競技部　県高体連新人大会　出場

○自然科学部　第22回モデルロケット全国大会
　ペイロード定点着地競技　立石大和　20位

○ソフトテニス部　県高校選手権大会
　����長田哲也・渡利真一ペア　３回戦進出

○ワープロ部　秋季ワープロ競技大会
　　団体の部　８位
　　個人の部　本山翔輝　佳良賞

○美術部
　　県高文連石見地区絵画コンクール　
　　　５作品　入選　　　

○写真部　県高文連撮影技術大会　参加

部　活　動　の　報　告

　

島
根
中
央
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
開
所
し
た
し
ま

ち
ゅ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
起
業

家
の
尾
野
寛
明
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　
「
働
く
人
i
n
し
ま
ス
テ
」
と
題

し
て
、
２
０
０
１
年
大
学
生
で
起

業
し
た
経
験
を
、
独
自
の
切
り
口

で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
働
く
こ
と
は
」「
ど
う
や
っ
て

暮
ら
し
、
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い

く
の
か
」な
ど
、参
加
し
た
12
人（
生

徒
・
学
校
職
員
お
よ
び
地
域
の
皆

様
）
は
、
興
味
深
く
聴
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

9
月
14
日
か
ら
始
ま
っ
た
秋
季
野

球
大
会
で
、
野
球
部
は
第
３
位
と
い

う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
の
新
チ
ー
ム
で
初
め
て

の
大
会
で
し
た
。
山
藤
投
手
を
中
心

に
、
ナ
イ
ン
も
精
一
杯
の
プ
レ
ー
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
中
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
も
、
良
い
成
績
が
残

せ
る
よ
う
練
習
に
励
み
ま
す
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

９
月
30
日
に
開
催
し
た
ぎ
ふ
清
流
国
体
。
カ
ヌ
ー
競
技
に
、
３
年
の
宇
山
由

佳
さ
ん
と
２
年
の
寺
本
な
な
み
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
雲
農
林
高
校
の
選

手
と
４
人
で
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
少
年
女
子
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
準
決
勝
進

出
、
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
２
０
０
ｍ
準
決
勝
進
出
で
し
た
。　
　

　

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ま
ち
ゅ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
働
く
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

第
67
回
国
民
体
育
大
会
ぎ
ふ
清
流
国
体

秋
の
高
校
野
球
島
根
県
大
会

　
第
３
位

　
　
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
！！

試　合　結　果
２　回　戦　３－１松江南
３　回　戦　１－０浜田商
準々決勝戦　８－０開星
　　　       （７回コールド）
準 決 勝 戦　０－１浜田
３位決勝戦　２－１益田東
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

   特定の血液製剤によりC型肝炎ウイルスに感染された方へ
   給付金のお知らせです  ◦請求手続は平成25年１月15日まで◦

　出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液製剤を投与されたことによって、C型肝炎
ウイルスに感染された方に、給付金を支給する仕組みがあります。
　詳しくは、厚生労働省ホームページまたは相談窓口　☎0120-509-002（平日9:30～ 18:00）

   秋の全国火災予防運動  ～消すまでは　出ない行かない　離れない～

　11月９日から15日まで、秋の全国火災予防運動が実施されます。これからの季節、寒さが強
まり、暖房器具を扱う機会が多く、空気は乾燥し、火災が発生し
やすい状況です。また、今年に入り郡内で３名の方が火災で亡く
なられました。暖房器具や火の取り扱いには注意してください。
　期間中、パレードや火災予防訓練を実施する予定です。
� （川本町消防団　団長　本山廣幸）

� 【問い合わせ】　川本消防署　　　　　　　☎72－0119
　� 　　　　　 �川本町消防団（役場総務課）☎72－0631

平成25年度の保育所入所受付を下記の日程で行います。

受付日時・場所� 平成24年11月21日（水）�
（　)は定員� ・川本保育所　（60人）　9：00～11：00
� ・因原保育所　（30人）�13：30～14：30
� ・川本北保育所（20人）�15：30～16：00
○お子さんと一緒にお越し下さい。
○当日、都合のつかない方は11月21日以降も役場健康福祉課で受け付けます。
○�年度途中での入所を希望される方も受け付けますので、お申込み下さい。(平成25
年度に保育所へ入所される児童数把握のため、ご協力下さい。)

必要書類� ①入所申込書　②就労証明書　③印鑑
� ④平成24年度の源泉徴収票又は確定申告書の写し
※①②の用紙は各保育所及び役場健康福祉課にあります。
※�④について当日持参できない場合、源泉徴収票は翌年1月末まで、確定申告書の写
しは翌年3月末までに役場へ提出して下さい。

入所要件� 保護者が家庭で児童の保育を十分できない場合等

問い合わせ� 役場健康福祉課　　　☎電話（5）72-0633

平成25年度　保育所入所受付
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カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

秋
風
に
吹
か
れ
て
～
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
～

第
54
回
川
本
町
親
睦
野
球
大
会

三
江
線
神
楽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
式

Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
か
ら
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
３
基
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
、
町
道
の
危
険
箇
所
に
設
置
し
、

交
通
事
故
の
防
止
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

運
動
が
、
年
末
ま
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
、

道
路
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
活
用
し
て
、
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

春
夏
秋
冬
（
し
き
）
を
楽
し
む
か
わ
も
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
秋
」
が
、
９
月
29
日
土
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
因
原
駅
か

ら
Ｊ
Ｒ
三
江
線
で
５
㎞
・
７
㎞
・
10
㎞
の
ス

タ
ー
ト
地
点
と
な
る
駅
ま
で
移
動
し
、
秋
の

風
を
感
じ
な
が
ら
江
の
川
沿
い
を
歩
く
コ
ー

ス
で
、
町
内
外
か
ら
総
勢
80
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
途
中
の
休
憩
所
で
は
果
物
や
お

菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
新
米
が
当
た
る
抽
選

会
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
員
無
事
完
歩

し
ま
し
た
。

☆�

次
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
11
月
11
日
（
日
）

三
原
地
区
き
ん
さ
い
祭
と
同
時
開
催
で
す
。

　

今
年
で
54
回
目
と

な
る
川
本
町
親
睦
野

球
大
会
が
８
月
12
日

か
ら
27
日
ま
で
行
わ

れ
、
参
加
10
チ
ー
ム

が
連
夜
の
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
因

原
Ｂ
チ
ー
ム
が
東
連

合
チ
ー
ム
を
５
対
４

で
破
り
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

三
江
線
神
楽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
10
月
１
日
～
12
月

31
日
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
石
見
川
本
駅
行
わ
れ
た
開
始
式
に

は
、
多
く
の
関
係
者
が
集
ま
り
ス
タ
ー
ト
を
祝
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
神
楽
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
三
江
線
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
期
間
中

は
６
本
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
が
走
る
ほ
か
、
各
駅
に

は
、
神
楽
の
演
目
に
合
わ
せ
た
愛
称
駅
名
が
付
け

ら
れ
、
特
性
プ
レ
ー
ト
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
は
、
三
江
線
増
便
社
会
実
験
も
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
三
江
線
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

因原Ｂ
第54回川本町親睦野球大会日程表

中
新
町

三
島
A

因
原
A

東
連
合

本
　町

因
原
B

三
　谷

矢
谷
川

三
島
B

日
の
出
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① 普 通 会 計 の 決 算

　平成23年度の川本町の決算を公表します。町民のみなさんが納めた大切な税金や国・県から
の補助金などのお金が、どのくらい入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知ら
せします。

決
算
規
模

　

前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
20
・
4
％

の
減
、
歳
出
は
20
・
5
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
3.1

ポ
イ
ン
ト
増
の
94
・
６
％
と
な
り
危
険
ラ

イ
ン
の
90
％
を
超
過
し
厳
し
い
財
政
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　
町
税
の
徴
収
率
93
・
2
％
、
前
年
比
1.2
％

増
に
よ
り
、
収
納
額
が
前
年
度
に
比
べ
、

1.7
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、

平
成
7
年
度
に
広
域
し
尿
処
理
施
設
建
設
等

で
発
行
し
た
町
債
の
償
還
完
了
に
伴
う
交
付

税
措
置
の
完
了
、
算
定
に
用
い
ら
れ
る
人
口

が
、
H
17
国
調
人
口
（
4
、3
2
4
人
）
か
ら

H
22
国
調
人
口
（
3
、9
0
0
人
）
へ
の
更
新

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
2.7
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
自
主
財
源
割
合
が
16
・
7
％
と
、
国
・

県
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

町
道
中
倉
日
向
線
改
良
事
業
費
、
弥
山

荘
改
修
事
業
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
大
規

模
公
共
事
業
（
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
、
三
原
定
住
促
進
住
宅
建
設
等
）
が

前
年
度
で
終
了
し
た
た
め
、
総
額
が
前
年

度
比
20
・
5
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

38億8,145万円歳入 38億4,407万円歳出

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町民１人当たりが負担した町税
93,256円

町民１人当たりに使われたお金
1,039,450円

町税 ３億4,486万円
町民税や固定資産税など
諸収入 8,341万円
光ケーブル移転補償や介護保険事業委託料

繰入金 2,699万円
各種基金や他会計からの繰入金
使用料・手数料、財産収入、
寄附金、繰越金        １億9,489万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など

地方交付税 20億3,843万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービスを
提供できるように、国が交付する交付金

国・県支出金 ６億5,923万円
道路整備や介護施設整備、生活保護費など
に伴う補助金など

町債 ４億3,720万円
道路整備や弥山荘施設改修、コミュニティバス
整備を行うときの借入金

交付金ほか 9,644万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの

町税　8.9％
諸収入2.1％
繰入金0.7％
その他5.0％

その他2.5％

地方交付税
52.5％

国・県
支出金
17.0％

町債
11.3％

総務費
19.3％

総務費 ７億4,141万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館建設償
還負担金及び運営費、地域情報通信事
業費、生活バス路線確保事業など

民生費
20.2％

民生費 ７億7,696万円
児童福祉や障害者福祉、高齢者福祉、
生活保護費などの福祉事業費
公債費 ５億5,456万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 ４億603万円
健診などの健康づくりに係る費用や
し尿・ごみ処理費など
教育費 ４億862万円
小中学校や図書館、音戯館、学校給食
の管理費など

土木費 7.5％

教育費
10.6％

その他 8.0％

衛生費
10.6％

公債費
14.4％

土木費 ２億8,759万円
町道の建設及び維持管理、町営住宅の
維持管理費など

農林水産業費
9.4％

農林水産業費 ３億5,985万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業
に係る経費など

その他 ３億905万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る
経費の議会費、商工会補助金等の商工
費、災害復旧費など

自主財源
16.7％

依存財源
83.3％
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　下のグラフは、町の過去10年間の町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移です。
　安定した行政サービスを提供するため町の借金を減らすよう努力しています。

・ 経常収支比率については94.6％と対前年度比3.1ポイント悪化し、実質公債費比率につい
ても、23年単年度でみると18.7％と警戒ライン18.0％を超えており、一層の経費削減、
未収金の徴収等の取組と、引き続き健全化に向けた効率的な財政運営に取り組んでいた
だきたい。
・�収入確保の上からも収入未済額の解消並びに徴収に一層の努力が望まれる。尚、不納欠

損額の調定は税額の多大な減収にあたるので、事務担当者の専門的な知識習得等の対応
を望みます。
・�公有財産管理について、土地・建物台帳はパソコンにて管理してあるも、四半期毎に管

理台帳の点検整理が望ましい。

②特別会計の決算 ③健全化判断比率及び資金不足比率

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 5億2,674万円 5億2,542万円

後期高齢者医療 1億3,719万円 1億3,719万円

簡 易 水 道 事 業 1億9,147万円 1億9,134万円

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 1億267万円 1億267万円

合計 9億5,807万円
（前年比1.06%）

9億5,662万円
（前年比1.07%）

健全化判断比率 平成23年度 平成22年度 早期健全化
基 準

実 質 赤 字 比 率 －% －% 15.0%
連結実質赤字比率 －% －% 20.0%
実質公債費比率 18.3% 17.4% 25.0%
将 来 負 担 比 率 50.6% 62.7% 350.0%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

億円

町債現在高
基金残高

72.0 68.3
63.9 60.7

52.9 46.4
42.4

38.8 38.9 38.2

9.0 6.2 6.2 7.9 6.2 4.6 6.1 9.2 12.3 14.5

④町の借金と預貯金の残高の推移

⑤監査委員意見書（抜粋）

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

会　計　名 資金不足
比　　率

経営健全化
基　　　準

簡 易 水 道 事 業 －% 20.0%
農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 －% 20.0%

※資金不足額を生じていない（黒字）ため「－」で表示しています。



かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-l ibrary@kawamoto-town.jp

《一般書》～創る秋、観る秋～
《児童書》～詩の世界へようこそ～

11月の展示

《一般向き》

確　証　� 今野　敏／著　　双葉社
　東京、渋谷で続けて起きた強盗事件
と窃盗事件。無関係に見える２つの事
件に関連はあるのでしょうか。盗犯を
担当する警視庁捜査三課のベテラン刑
事・萩尾秀一と、その部下の女性刑事・
武田秋穂の奮闘を描く長編警察小説で
す。

虚像の道化師� 東野　圭吾／著　　文藝春秋
　「幻惑す」―ビル５階にある新興宗
教の道場から、信者の男が転落死し、
教祖は自分が強い念を送って男を落と
してしまったと自首してきます。教祖
の“念”は本物なのでしょうか？他、
ガリレオこと湯川が謎を解き明かして
いく、全４編が収録されています。

《児童書》

スプロケットおばさんのポケット�
� クエンティン・ブレイク　作
� 谷川　俊太郎　訳　　好学社
　お隣に住んでいるスプロケット
おばさんの着ているコートにはポ
ケットがいっぱい。中から不思議
でワクワクするものが何でも出て
きます。ネズミポケットにチーズ
ポケット、くしゃみが出そうなハ
ンカチポケット。他にも…。

ぐるぐるカレー
� 矢野　アケミ　作　　アリス館
　丸いかたちの中に、たまねぎ、
お肉、にんじん、じゃがいも、
ブロッコリー、お水とカレーの
もとを入れたら、指を当ててぐ
るぐるぐるぐる、まわしてあそ
びましょう。ごっこ遊びにもなる絵本です。

いいお顔のひろば ミニ読書会

おいしい♪楽しい♪
秋の味覚part２

　秋の訪れを感じながら親子でふれあいましょう。
絵本の読みきかせは、「ごはん」をテーマに行います。
日　時：11月26日（月）10：00～13：00
場　所：すこやかセンター
内　容：�秋の味覚クッキング　part ２
　　　　絵本の読みきかせ、本の貸し出し
参加費：無料
問合せ：子育てサポートセンター� ☎72－1570
　　　　かわもと図書館� ☎72－0025

川本町では、秋の読書週間を川本町読書週間
と位置づけています。
この機会にたくさんの本と出会ってみませんか？

川本町読書週間
10月27日～11月９日
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島根県立大学岩田教授に

よる「おうちでできる

読みきかせ」のススメ

おいしいコーヒーを片手に、

本を読みながらゆっくりした

時間を過ごしませんか？

10：00～11：30
講演会

10：00～16：00

古本市＆ブックカフェ13：00～16：00おはなし もりだくさん！幼児から小学生、大人も楽しめるおはなし会です。同会場で工作教室も行っています。

開催日 11月25日（日）
場所 悠邑ふるさと会館
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悠邑ふるさと会館催し物案内 10～12月
10月

大ホール 27日
㈯

川本中学校吹奏楽部　オータムコンサート
　本年度吹奏楽コンクールで見事、連続金賞に輝く川中ブラスの発表会
　開　　場／13：30　　開　　演／14：00
　賛助出演／島根中央高校吹奏楽部、悠邑ふるさと吹奏楽団　外
　３年生は中学生生活の最後のクラブ活動。魅せます！

11月

大ホール 3日
㈯

邦楽とチェロの調べ（石見芸術劇場派遣事業／文化庁支援）
　開　　場／13：30　　開　　演／14：00
　日本の邦楽界の第一人者が芸術の秋を深めます。

マルチホール
和　　室
中会議室
大会議室
エントランス

３日
㈯
～

４日
㈰

第17回悠邑ふるさと文化展
　悠邑の日々を楽しむ人の創作成果が一堂に会する展示会です
　展示内容　�ちぎり絵、生け花、古布や手紡ぎの創作作品、書道、茶道�

絵画、木工芸品、写真、川小児童作品外多数展示
　開　　場／10：00　　閉　　場／16：00
　　　　　　※ただし、11月４日は午後３時閉場
　創る人たちに触発されて、あなたも何かを創りませんか！？
　主　　催／悠邑ふるさと文化連盟
　後　　援／川本町教育委員会　山陰中央新報社

大ホール
23日

㈮
勤労感謝の日

川本小学校学習発表会
　小学校統合後、初めての学習発表会です。
　開　　場／８：30　　開　　演／９：00
　総勢139人の児童が表情豊かに演ずる発表会を見に行こう！

マルチ
ホール

25日
㈰

かわもと図書館まつり
　詳しくは「ぶっくん」コーナーで

12月 （詳細は次月号）

大ホール

２日
㈰

第26回川本町音楽芸能祭
　年末恒例の芸達者大集合の音芸祭！です。

７日
㈮

川本町人権を考える集い
　開　　場／13：00　　開　　演／14：00

16日
㈰

第11回悠邑ふるさと吹奏楽団定期演奏会
　開　　場／13：00　　開　　演／13：30

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001　HP.http://www.kawamoto-town.jp/yuuyuu/

入場無料

　この石塔は、川下（木谷集落）の集会所「さつき会館」の後ろにあります。
昭和54年に調査が行われ、この塔は収納孔内の文書により延文３年（1358）
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代が明確なもので最古のものです。石塔は、比較的柔らかい砂岩質のもので、
この地下に供養のための経石（梵字書）が甕（かめ）の中に納められていま
した。石塔へは誰でも行ってみることができます。ぜひ同地を訪ねてみて下
さい。(島根県指定有形文化財　平成２年５月23日／建第32号)

【文化財シリーズⅡ】 過去と現在から川本の今を知る

木谷石塔（右）と井戸公碑（左）



情報じょうほう交差点こうさてん

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
の
皆
様
へ
障
害
年

金
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

　

障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生
年
金
を
中
心

と
す
る
障
が
い
者
の
年
金
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
障
害
年
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
疑
問
が
あ
る
と
い
う
障
が
い
者
の
方
や
そ

の
ご
家
族
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽�

日
時　

11
月
25
日（
日
）午
後
1
時
か
ら
午

後
3
時（
受
付
開
始
12
時
30
分
よ
り
）

▽�

会
場　

い
わ
み
ー
る
4
階　

4
0
1
研
修

室（
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6

－

1
）

▽�

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
及
び
そ
の
家
族

▽
参
加
費　

無
料

▽�

申
込
方
法　

電
話
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
又

は
封
書
に
よ
り
、「
氏
名
」、「
障
が
い
種
別
」、

「
本
人
・
家
族
の
別
」、「
連
絡
先
（
電
話
番

号
又
は
F
A
X
番
号
）」
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
電
話
以
外
で
お
申
し
込
み
の
場
合

は
、
件
名
と
し
て
「
障
害
年
金
説
明
会
参
加

申
込
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切　

11
月
17
日（
土
）午
後
6
時
ま
で

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

�

〒
6
9
7

－

0
0
1
6　

浜
田
市
野
原
町

1
8
2
6

－

1　

い
わ
み
ー
る
2
階

�

☎
0
8
5
5

－
24

－
9
3
3
4

�

FAX
0
8
5
5

－
24

－

9
3
3
5

�

Ｅ
メ
ー
ル�info@
bd-iw

am
i.org

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
月
間
に
つ
い
て

　

松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
11
月
12
日
か
ら
７
日
間
を
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
と
し
、
い

つ
も
よ
り
時
間
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
等
や
、
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
で
お
悩
み
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽�

日
時　

11
月
12
日（
月
）か
ら
18
日
（
日
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

�（
た
だ
し
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

▽
相
談
員　

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

�

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

�

（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

佐
和
法
律
事
務
所
の
無
料
法
律
相
談

　

川
本
町
出
身
の
佐
和
弁
護
士
に
よ
る
、
無
料

の
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
さ
れ
な
い
方
は
、
当
日
午
後
３
時
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�
日
時　

11
月
22
日（
木
）・
12
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

▽
会
場　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

佐
和
法
律
事
務
所

�
☎
０
８
５
５

－

24

－

１
３
６
６

平
成
24
年
度
島
根
県
難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
ふ
れ
あ
い
・
ほ
ほ
え
み
・
支
え
あ
い

P
a
r
t
３
」
を
テ
ー
マ
に
、
難
病
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
難
病
は
、
誰
に
で
も
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
難
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽�

日
時　

11
月
11
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　

あ
す
て
ら
す　

３
階
研
修
室

�

（
大
田
市
大
田
町
イ
２
３
６
の
４
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

�

（
島
根
県
県
央
保
健
所
内
）

�

☎
０
８
５
４

－

84

－

９
８
２
４

邑
智
地
域
の
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

　

邑
智
郡
に
お
い
て
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
従
事
者
が
不
足
し
、
住
民
の
健
康
を
守
る

保
健
医
療
体
制
も
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す

こ
や
か
な
暮
ら
し
を
お
く
る
た
め
、
今
、
地
域

で
求
め
ら
れ
て
い
る
医
療
と
は
何
か
、
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

▽�

日
時　

11
月
３
日（
土
）午
後
１
時
25
分
か
ら

午
後
４
時
30
分　

※
入
場
無
料

▽�

場
所　

邑
南
町
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館

�

（
邑
南
町
淀
原
１
５
３

－

１
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
課�

☎
72

－

０
６
３
３

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

　

障
が
い
者
雇
用
の
取
組
で
全
国
的
に
有
名
な

㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
ユ
ニ
ク
ロ
）
と
、

県
内
で
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む
、
社
会
福

祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会
総
合
福
祉
施
設
ミ
レ
青

山
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、
講
演
や
事
例
発

表
、
制
度
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽�

日
時　

11
月
９
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

※
参
加
無
料

▽
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】

　

�

島
根
県
商
工
労
働
部
雇
用
政
策
課
雇
用
対
策

グ
ル
ー
プ�

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
３
６
５

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
法

定
調
書
、
市
・
町
へ
の
給
与
支
払
報
告
書
の
記

載
と
提
出
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
致
し
ま

す
の
で
、
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
12
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
会
場　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
平
成
25
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

［
出
願
期
間
：
平
成
25
年
２
月
28
日
必
着
］

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
浜
田
会
場
）

▽
日
時　

11
月
25
日（
日
）10
時
～
11
時
半

▽
場
所　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
い
わ
み
ー
る
３
階
３
０
２
研
修
室
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
０
８
５
２

－

28

－

５
５
０
０
）

　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
０
８
５
５

－

24

－

９
３
４
４
）

　

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

縁
結
び
就
職
面
接
会
（
11
月
）
開
催
の

お
知
ら
せ

　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所　

・�

浜
田
会
場　

11
月
11
日（
日
）午
後　

　
　
　
　
　
　

島
根
県
立
大
学

・�

松
江
会
場　

11
月
17
日（
土
）午
後

　
　
　
　
　
　

島
根
県
民
会
館

▽�

対
象
者　

２
０
１
３
年
３
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
・
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就

職
者

▽�

申
し
込
み
方
法　

お
電
話
か
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

参
加
企
業　

11
月
上
旬
か
ら「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【�

問
い
合
わ
せ
先
】　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
（
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

�

☎
０
１
２
０

－

67

－

４
５
１
０

�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）



1
2

3
 

（
図
書
館
休
館
日
）

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
B
地
域
）

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
A
地
域
）

■
文
化
の
日

♪
悠
邑
ふ
る
さ
と
文
化
展

　（
～
4日
ま
で
）

♪
 邦
楽
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ（
14:00～

）
大
ホ
ー
ル

邑
智
病
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

4
5
    

6
  

（
会
館
・図
書
館
休
館
日
）7

8
9

1
0

■
川
本
町
産
業
祭

 ☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ

チ
ン
（
３
・
４
年
）」

　（
15:30～

17:00）
Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

　（
C
地
域
）

 
川
本
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
■
あ
い
さ
つ
の
日


ア
ー
ト
活
動
&ミ
ニ
読
書
会

　（
10:00～

11:30）
■
年
金
相
談

　（
10:00～

15:30）
　
役
場
1階
会
議
室

 ☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆ト
レ
ー

ニ
ン
グ
 1･2年

｣
　（
16:00～

17:00）

■
 第
57回

川
本
町
一
周
駅
伝
競

走
大
会
（
10:00～

）

邑
智
病
院
、
波
多
野
診
療
所

11
1
2

1
3
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）1

4
1
5

1
6

1
7

■
 春
夏
秋
冬
を
楽
し
む
か
わ
も
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
冬

■
三
原
き
ん
さ
い
祭

■
介
護
の
日


因
原
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ（
５
・
６
年
）」（
16:00～

17:00）
♥
健
康
相
談

　
北
公
民
館
（
9:30～

10:30）
　
親
和
集
会
所
（
10:45～

11:15）
　
西
公
民
館
（
13:30～

14:0
0）

☀
 あ
そ
び
の
広
場
（
10:00～

　
11:30）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
ア
ー

ト
 3･4年

｣
　（
16:00～

17:00）

♥
 乳
幼
児
相
談
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

教
室
（
10:00～

11:00）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

1
8

1
9

2
0
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

1
2
2

2
3
 

（
図
書
館
休
館
日
）2

4
■
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
夢
教
室

　「
野
球
編
」（
9:0
0～
12:0

0）
　
旧
川
本
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
鮭
の
観
察
会

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
食
育
の
日

■
 登
記
相
談
日（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

川
本
会
議
室
）

☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ

チ
ン
（
５
・
６
年
）」

　（
15:30～

17:0
0）


川
本
北
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

 （
9:30～

11:30）
☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

（
3・
4年
）」（
16:00～

17:00）
■
 か
わ
も
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
ク
ッ
プ
（
13:30～

15:00）
　
旧
川
本
西
小
体
育
館

☀
 親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
身
体

測
定
（
10:00～

11:30）
■
悠
々
大
学

■
無
料
法
律
相
談

　（
14:00～

16:00）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
勤
労
感
謝
の
日

㊫
小
学
校
学
習
発
表
会

　（
9:00～

）
会
館
大
ホ
ー
ル

三
上
医
院
、
加
藤
病
院

河
野
医
院
、
加
藤
病
院

2
5

2
6

2
7

 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

8
  

2
9

3
0
 

（
図
書
館
休
館
日
）

☀
 ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン（
10:00～

）
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

◇
か
わ
も
と
図
書
館
ま
つ
り

　（
10:00～

16:00）

☀
 い
い
お
顔
の
広
場
「
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
読
書
会
」

　（
10:00～

13:00）

 ☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ズ
☆

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
５・６

年
）」

（
16:00～

17:00）

☀
 あ
そ
び
の
広
場
（
10:00

～
11:30）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
ア
ート
 

１・
２
年
｣

　（
16:00～

17:00）

☀
 キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
 3～
6年
｣

　（
16:00～

17:00）

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

1
1

月

《
1
0
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
1
1
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
 町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

11月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

1
2
月
3
1
日
ま
で
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

㊫
：
学
校
行
事
関
係

☀
：
 サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報
（
10：

00～
16：

00）

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
 木
路
原
･
日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･
天
神
町
･
谷
･

　
　
　
　
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･
日
向
）

Ｂ
地
域
（
 因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
 西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕 

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
 （
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
 （
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
〕 

毎
週
木
曜
日
 

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 紙
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
 （
町
内
全
域
）

男女共同参画

カルタより
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川本町の人口 平成24年10月１日現在
※（　）は前月との増減

※１　住民基本台帳を基にした、平成24年9月中の異動状況

3,703人
（－4人）

合 　　計 男 1,731人（－ 3人）
女 1,972人（－ 1人）

転　入　10人 出　生　 0人 その他　 0人

転　出　 8人 死　亡　 6人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,531人
うち15歳未満  341人
世帯数 1,799戸

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

土地、建物の登記　会社、法人の登記、裁判所へ
の遺産分割調停、不在者の財産管理申立等の各種
手続き、相談お受けします。
まずはお電話ください。不在の時は携帯につなが
ります。

事務所　邑智郡邑南町矢上5827番地５
電 話 （0855）95－3655

邑智病院から川添道路を矢上方面へ500㍍左側
一畑薬師さんの下です。

司法書士　大畑　実次

広　告

（16）平成24年10月20日発行  広報かわもと №498

　川本小学校５年生と川本中学校２年生を対象に「夢の教室（ユメセン）」を開催しました。福西崇史さん（元サッカー
日本代表）と平間智和さん（元サッカー横浜Fマリノス他在籍）を講師に迎え、「仲間と協力することの大切さ」や「夢
に向かって努力する大切さ」を語って頂きました。参加した生徒からは、努力を大切にし、最後までやり通すことが大
事だと分かったなどの感想を聞くことができました。（写真は川本中学校２年生）� photo：2012.９.27
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広
報

か
わ

も
と

　
10月

　
№

498
平

成
24年

10月
20日

発
行

本年４月からリニューアルオープ
ンした「かわもとおとぎ館」の利用
者が、９月８日に１万人を突破しま
した。
１万人目となったのは、プール教
室に通う川本小学校２年生の坂根
歩実さん。おとぎ館の支配人が一

緒にくす玉を割り、記念品を贈ってお祝いしました。
４月から指定管理者制度を導入した同施設では、メニュ
ーを一新したレストランや新たなサービスとして始めたカ
ラオケルームが好調です。この機会にぜひ、かわもとおと
ぎ館をご利用ください。

来館１万人を突破！


